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老健施設のSTになって5 年半、最初はどのよ
うな仕事なのか、イメージがわきませんでした。
でも、いざ就職してみると私にとっては「大正解」。
行事なども多く、余裕のある毎日とは言えません
が、利用者の醸し出す、ゆったりとした雰囲気が
私を癒してくれています。
「しゃべる」、「食べる」という二大
お楽しみを持ち続けるためのお手伝
いが主な仕事。そのなかで、特にコ
ミュニケーションの取りにくい認知
症の方に対し、どのような訓練を行
えばよいか模索していました。
そうしたなか、最近気づいたこと

があります。意思疎通が図れないな
がらも1 対 1 の時間を作り、一緒に

過ごしていると、ときどき急に我に返ったように
しっかりとお話をされる場面が今まで何度もあっ
たのです。「来てくれてありがとう」、「頑張りな
さいね」など、日頃の様子からは想像できない言
葉が出てくることがあるのです。
STである私がかかわったことで引き出せた力

かどうかはわかりません。しかし
“ 2 人で過ごす時間”が、不思議と認
知症の方の眠っている力を呼び起こす
カギになっているのかなと思います。
STとして、個人的に接する機会で

ある“ 1 対 1 の特別な時間”を大切
にすることで、今度は利用者にとって
私が「大正解」になれるよう、努力を
していきたいと思います。

ハートフルねんりん荘（香川県）
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“1対 1の特別な時間”を大切に

施設勤務になり3 年 9 か月。最初
は認知症の方にどう接すればよいの
か悩み、まごついていました。
「Ａさんが勤務の時は皆とっても穏
やかやね。どうするといいの」と全
員が声を揃えるＡさんという職員が
いました。その対応に感心し「どう
したらあんなふうにうまく話せるの
かな～」と自信のない日々でした。
そんな時「人生の先輩である相手の目線で話を

聞くことが大事」と先輩に教えられました。それ
から気持ちがふっきれ、自分から進んで話しかけ
られるようになりました。Ａさんの素敵な笑顔と
穏やかな話し方をお手本にしながら。
利用者に囲まれて過ごしていると楽しいことが

たくさんあります。歌が大好きなＳさ
ん、いつもいろんな歌を聞かせて和ま
せてくれます。夜勤で疲れた顔でいた
ら「私なんか悪いことしたんかな～。
恐い顔してるよ」と心配顔のＭさん、
思わず我に返りました。92歳のＮさ
ん、童謡の赤とんぼを練習しています。
食事が進まない日がありますが、赤と
んぼを一緒に歌うと私の口元を見て口

ずさんでいます。またカラオケしましょうね。
私の周りの素敵な人たち。いつもありがとう。

ケアをしている私の方が、実は人生の先輩に教え
られ、逆にパワーをたくさんいただいています。
日々笑顔を忘れずに楽しく過ごし、いつか私も素
敵な老後を送れたらと思います。

私の周りの素敵な人たち

サンビューかつやま（福井県）
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